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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（1）経営成績に関する説明 
 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱さもみられるものの各種政策の
効果が下支えするなか、企業収益は改善しており、緩やかな回復基調が継続しました。先行き
については、米国の金融緩和政策の正常化が進むなか、原油価格の大幅な下落とともに、中国
を始めとする新興国や欧州を中心とした景気の下振れリスクが意識され始めており、わが国の
景気が下押しされる懸念があります。 

航空業界においては、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増
便が進み、需要は堅調に推移しています。 

このような状況下における当社業績は、動力事業では、航空需要が堅調に推移しているなか
で、電力供給機会が増加したこと等により、整備事業では、空港特殊機械整備工事の増加や、
施設設備工事の増加等により、付帯事業では、フードカート販売の増加に加え、新規事業とし
て開始した低カリウム野菜の生産・販売事業や、ビジネスジェット支援事業の展開により全セ
グメントにおいて増収となりました。 
この結果、売上高合計は 82 億 71 百万円と前年同期比６億 68 百万円（8.8％）の増収となり

ました。 
営業費用につきましては、動力事業では原油価格の下落による原材料費の減少や減価償却費

の減少があったものの、整備事業、付帯事業では売上増加に伴う原材料費の増加等があり、77
億 54 百万円と前年同期比５億 71 百万円（8.0％）の増加となりました。 
以上により、営業利益は５億 17 百万円と前年同期比 96 百万円（23.0％）の増益、経常利益

は５億８百万円と前年同期比 98 百万円（24.1％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利
益は２億 97 百万円と前年同期比 83 百万円（39.0％）の増益となりました。 

 
各セグメントの業績は次のとおりです。 
 
① 動力事業 

ボーイング 787 型機に合わせた設備の増強を着実に実施したこと、電力および冷暖房
気供給機会が増加したこと等により、売上高は 39 億５百万円と前年同期比 96 百万円
（2.5％）の増収となりました。 
セグメント利益は、原材料費や減価償却費の減少により、６億 32 百万円と前年同期

比１億 85 百万円（41.6％）の増益となりました。 
 

② 整備事業 
主として成田空港における、特殊機械整備工事の増加および施設設備工事の増加等に

より、売上高は 32 億 58 百万円と前年同期比２億 64 百万円（8.8％）の増収となりまし
た。 
セグメント利益は、売上の増加により原材料費等が増加したものの、４億 46 百万円

と前年同期比 36 百万円（9.0％）の増益となりました。 
 

③ 付帯事業 
フードカート事業については、フードカート本体の販売が増加したことにより増収と

なりました。 
新規事業として展開している低カリウム野菜の生産・販売事業については、低カリウ

ムレタスの増産と取扱販売店舗の拡大に努めました。また、昨年２月より営業を開始し
たビジネスジェット支援事業については、ビジネスジェットに特化したクリーニングサ
ービスを開始しサービスの付加価値向上に努めました。 
以上により、売上高は 11 億７百万円と前年同期比３億７百万円（38.4％）の増収とな

りました。 
セグメント損益は、昨年度より展開した低カリウム野菜の生産・販売事業が営業損失

となっていること等により 69 百万円の損失と前年同期比 77 百万円の減益となりました。 
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（単位：百万円） 

 
売上高 セグメント利益又は損失（△） 

第 50 期 
第 3 四半期 

第 51 期 
第 3 四半期 

前年同期比 
（％） 

第 50 期 
第 3 四半期 

第 51 期 
第 3 四半期 

前年同期比 
（％） 

 

動力事業 3,809 3,905 102.5 446 632 141.6 
整備事業 2,994 3,258 108.8 409 446 109.0 
付帯事業 799 1,107 138.4 7 △69 － 
合 計 7,603 8,271 108.8 864 1,009 116.8 

全社費用*    443 492 111.0 
営業利益    420 517 123.0 
＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 
 

 
 

（2）財政状態に関する説明 
 

（資産） 
流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比 60 百万円（1.1％）増加の 55 億

５百万円となりました。これは、現金同等物としての有価証券が５億円、商品及び製品、仕掛
品等の棚卸資産が２億 18 百万円増加し、受取手形及び営業未収入金が２億 87 百万円、現金及
び預金が２億３百万円、繰延税金資産が 69 百万円減少したこと等によります。 

固定資産は、前期末比３億 23 百万円（4.8％）減少の 63 億 62 百万円となりました。これ
は、主に減価償却費の進行により有形固定資産が３億 36 百万円、無形固定資産が 24 百万円
減少し、所有している関係会社株式の評価差額の増加等により投資その他の資産が 37 百万円
増加したことによります。 
この結果、総資産は前期末比２億 63 百万円（2.2％）減少し、118 億 68 百万円となりまし

た。 
 

（負債） 
流動負債・固定負債は、前期末比４億 49 百万円（8.4％）減少の 49 億５百万円となりまし

た。これは、未払金が１億 28 百万円、未払法人税等が１億 22 百万円、その他に含まれる未払
消費税が１億 10 百万円、流動負債・固定負債を合算した長期借入金が２億 45 百万円減少し、
営業未払金が１億７百万円、退職給付に係る負債が 70 百万円増加したこと等によります。 
 

（純資産） 
純資産合計は、前期末比１億 86 百万円（2.7%）増加の 69 億 63 百万円となりました。これ

は、親会社株主に帰属する四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が
１億 72 百万円増加したこと等によります。 

 
（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 
通期業績見通しにつきましては、想定の範囲内であることから、現時点では期初の業績予想

を変更していません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

  
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
  該当事項はありません。 
 
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
   該当事項はありません。 
 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 （会計方針の変更） 
 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結
合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年
９月 13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基
準第７号 平成 25年９月 13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連
結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額
を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計
上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業
結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属
する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、
四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお
ります。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に
ついては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第
44－５項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従ってお
り、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 
なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。 
 



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,429,935 2,226,495 

    受取手形及び営業未収入金 1,957,283 1,669,370 

    有価証券 - 500,052 

    商品及び製品 70,825 104,777 

    仕掛品 53,016 187,673 

    原材料及び貯蔵品 521,084 570,692 

    その他 413,542 246,991 

    貸倒引当金 - △84 

    流動資産合計 5,445,688 5,505,968 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 10,267,589 10,293,439 

        減価償却累計額 △7,815,598 △8,009,524 

        建物及び構築物（純額） 2,451,991 2,283,915 

      機械装置及び運搬具 8,677,305 8,810,019 

        減価償却累計額 △6,579,519 △6,865,090 

        機械装置及び運搬具（純額） 2,097,786 1,944,928 

      土地 110,608 110,608 

      リース資産 476,394 265,142 

        減価償却累計額 △340,020 △159,951 

        リース資産（純額） 136,373 105,191 

      建設仮勘定 399,196 424,592 

      その他 522,780 527,559 

        減価償却累計額 △470,103 △485,029 

        その他（純額） 52,676 42,530 

      有形固定資産合計 5,248,632 4,911,767 

    無形固定資産     

      特許権 93,334 84,476 

      ソフトウエア 78,442 64,523 

      ソフトウエア仮勘定 - 3,511 

      その他 47,131 41,679 

      無形固定資産合計 218,908 194,190 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 212,023 236,382 

      敷金及び保証金 198,855 195,704 

      退職給付に係る資産 244,772 262,670 

      その他 562,918 561,618 

      投資その他の資産合計 1,218,569 1,256,375 

    固定資産合計 6,686,110 6,362,333 

  資産合計 12,131,798 11,868,301 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    営業未払金 548,287 655,431 

    短期借入金 29,400 49,000 

    1年内返済予定の長期借入金 336,050 336,050 

    リース債務 48,192 33,104 

    未払法人税等 156,779 34,178 

    未払金 239,994 111,034 

    その他 688,164 579,431 

    流動負債合計 2,046,868 1,798,229 

  固定負債     

    長期借入金 1,350,550 1,105,300 

    リース債務 99,787 79,104 

    製品保証引当金 15,501 11,464 

    退職給付に係る負債 1,773,121 1,844,056 

    資産除去債務 68,907 66,855 

    その他 210 210 

    固定負債合計 3,308,078 3,106,991 

  負債合計 5,354,946 4,905,221 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,038,750 2,038,750 

    資本剰余金 114,700 114,700 

    利益剰余金 4,601,218 4,773,604 

    自己株式 △663 △663 

    株主資本合計 6,754,005 6,926,391 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 43,704 60,185 

    退職給付に係る調整累計額 △39,371 △23,496 

    その他の包括利益累計額合計 4,332 36,689 

  非支配株主持分 18,515 - 

  純資産合計 6,776,852 6,963,080 

負債純資産合計 12,131,798 11,868,301 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 7,603,477 8,271,626 

売上原価 6,638,679 7,042,331 

売上総利益 964,797 1,229,294 

販売費及び一般管理費 544,312 712,124 

営業利益 420,484 517,170 

営業外収益     

  受取利息 878 76 

  受取配当金 3,018 3,914 

  保険配当金 620 160 

  保険事務手数料 872 787 

  受取補償金 6,394 4,051 

  その他 1,159 1,423 

  営業外収益合計 12,944 10,413 

営業外費用     

  支払利息 21,392 17,097 

  その他 2,135 1,685 

  営業外費用合計 23,527 18,782 

経常利益 409,901 508,801 

特別損失     

  固定資産除却損 28,854 49 

  特別損失合計 28,854 49 

税金等調整前四半期純利益 381,047 508,751 

法人税、住民税及び事業税 96,758 182,913 

法人税等調整額 69,915 46,433 

法人税等合計 166,673 229,347 

四半期純利益 214,374 279,403 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △18,515 

親会社株主に帰属する四半期純利益 214,374 297,918 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 214,374 279,403 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 29,492 16,481 

  退職給付に係る調整額 40,236 15,875 

  その他の包括利益合計 69,728 32,357 

四半期包括利益 284,103 311,760 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 284,103 330,275 

  非支配株主に係る四半期包括利益 - △18,515 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 
Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年12月31日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 
 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 3,809,380 2,994,158 799,938 7,603,477 

 (2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― ― 4,708 4,708 

計 3,809,380 2,994,158 804,647 7,608,185 

セグメント利益 446,962 409,324 7,852 864,139 

利  益 金  額 

報告セグメント計 864,139 

全社費用（注）          △443,655 

 四半期連結損益計算書の営業利益 420,484 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
   

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 3,905,435 3,258,680 1,107,509 8,271,626 

 (2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― ― 5,742 5,742 

計 3,905,435 3,258,680 1,113,252 8,277,369 

セグメント利益又は損失（△） 632,844 446,121 △69,294 1,009,671 

利  益 金  額 

報告セグメント計 1,009,671 

全社費用（注） △492,500 

 四半期連結損益計算書の営業利益 517,170 


	
	（セグメント情報等）




